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１_自然景観の素晴らしさと歴史ロマン漂う材木岩公園。「検断屋敷」は12月～２月ま
で休業し３月から再開。その他の施設は３月まで休業し４月から再開　２_小原産そば
粉を使用した自慢のそばを提供する「そば処なごみ茶屋」の皆さん　３_小原でとれた
季節の農林産物などを提供する「小原いきいき直売所」の皆さん　４_公園にある売店
はソフトクリームや玉こんにゃく、焼きだんごが大人気！

　

11
月
11
日
、「
第
10
回
秋
の
検
断

屋
敷
ま
つ
り
」
が
材
木
岩
公
園
で
開

催
さ
れ
た
。
こ
の
日
は
、
景
綱
太
鼓

の
演
奏
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
の
ほ
か
、
恒
例
の
リ
ン
ゴ
の

皮
む
き
大
会
や
リ
ン
ゴ
つ
か
み
取
り

競
技
、
だ
る
ま
落
と
し
競
技
、
ウ
ッ

ド
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
、
紅
白
餅も
ち

ま
き

な
ど
が
行
わ
れ
、
赤
や
黄
色
の
秋
色

に
染
ま
っ
た
材
木
岩
公
園
の
木
々
の

紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ま
つ
り
を

楽
し
む
人
た
ち
の
笑
い
声
が
響
き

渡
っ
て
い
た
。

　

平
成
15
年
に
小
原
地
区
の
材
木
岩

公
園
内
に
移
築
復
原
し
た
検
断
屋
敷

と
、
屋
敷
に
隣
接
し
て
整
備
し
た
農

家
レ
ス
ト
ラ
ン
や
直
売
所
は
、
地
域

振
興
と
農
林
産
物
の
地
産
地
消
を
目

指
し
市
が
整
備
し
た
。
復
原
し
た
屋

敷
は
、
寛
永
元（
１
６
２
４
）年
か
ら

明
治
維
新
に
至
る
ま
で
上
戸
沢
宿
で

宿
駅
の
行
政
全
般
を
つ
か
さ
ど
っ
た

「
木
村
家
」
の
住
宅
を
移
築
復
原
し

た
も
の
。
仙
台
藩
の
古
い
形
態
を
残

す
屋
敷
と
し
て
評
価
さ
れ
、
平
成
16

年
に
は
県
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
。

　

ま
た
、
地
区
の
小
中
学
生
が
「
名

付
け
親
」
と
な
り
上
戸
沢
地
区
の
民

家
を
再
現
し
た
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン

「
そ
ば
処
な
ご
み
茶
屋
」
と
農
林
産

物
直
売
所
「
小
原
い
き
い
き
直
売

所
」
は
、
そ
ば
や
果
物
、
山
菜
な
ど

を
は
じ
め
と
す
る
小
原
の
里
の
幸
を

提
供
し
、
今
で
は
、
小
原
地
区
の
地

域
活
性
化
を
促
す
観
光
名
所
に
定
着

し
て
い
る
。

　

検
断
屋
敷
な
ど
の
整
備
と
同
じ
年

に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
検
断
屋
敷
ま
つ

り
」。
春
は
桜
と
こ
い
の
ぼ
り
、
夏

は
七
夕
飾
り
、
秋
は
燃
え
る
よ
う
な

紅
葉
、
冬
は
一
面
の
銀
世
界
が
訪
れ

る
人
た
ち
を
お
出
迎
え
。
四
季
折
々

の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
小
原
の
魅

力
を
伝
え
続
け
て
き
た
。

　

し
か
し
、
東
日
本
大
震
災
と
そ
の

後
の
余
震
で
材
木
岩
の
一
部
が
崩

落
。
材
木
岩
対
岸
の
道
路
も
土
砂
崩

れ
で
一
時
通
行
止
め
に
な
っ
た
こ
と

や
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故

に
よ
る
風
評
被
害
で
、
震
災
以
降
、

観
光
客
が
激
減
し
て
い
る
と
い
う
。

　

高
橋
昶
実
行
委
員
長
は
、「
少
し

で
も
勇
気
と
元
気
、
楽
し
さ
を
呼
び

起
こ
し
て
ほ
し
い
と
、
震
災
が
あ
っ

た
年
も
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

世
代
や
地
域
を
超
え
た
交
流
は
、
地

域
の
元
気
、
た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の

笑
顔
に
つ
な
が
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
自
然
景
観
の
素
晴
ら
し
さ
と
歴
史

の
流
れ
、
小
原
な
ら
で
は
の
農
林
産

物
や
生
活
文
化
な
ど
を
活
か
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
特
色
あ
る
地
域

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
」
と

力
を
込
め
て
話
す
。

　

１
月
６
日
は
「
第
10
回
冬
の
検
断

屋
敷
ま
つ
り
」。
明
日
へ
の
元
気
を

与
え
て
く
れ
る
実
行
委
員
の
皆
さ
ん

の
笑
顔
に
会
い
に
、
足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

Interview

第10回冬の検断屋敷まつり
　雪景色の材木岩で、小正月に飾る「だんごさし」を体験してみませんか？
●日時　１月６日（日） 10:00 ～ 13:00
●内容　だんごさし体験、暁がゆの提供、小原の伝説紙芝居、ニュールーレッ
トゴルフ競技、年頭メッセージ付き風船飛ばしなど
問小原公民館　☎0224-29-2031

高
たか

橋
はし

　昶
とおる

さん
Toru Takahashi
　検断屋敷などが整
備されて10年。こ
れが起爆剤になっ
て、検断屋敷まつり
を開催するなど、地
域に活力が生まれ
ました。

　東日本大震災以後、福島第一原子力
発電所の事故による風評被害などで観
光客は例年の半数となっていますが、
私たちの地域おこしにかける気持ちに
変わりはありません。これからも地域
の人たちとともにまつりを開催し、こ
の場所から小原の元気を発信していき
たいと思います。

高
たか

橋
はし

　敏
とし

男
お

さん
Toshio Takahashi
　子どもからお年寄
りまでがつながりを
持てるという意味で
検断屋敷まつりは重
要なイベント。これ
からも小原ならでは
の生活文化などを
大切に受け継いでいくためにも、世代
を超えたつながりを深め、小原の魅
力を伝えていきたいと思います。

材木岩公園　昭和９年に国の天然記念物に指定された「材木岩」。巨大な材木を垂直に
ならべたような断崖が、高さ65ｍ、幅およそ100ｍにわたって続く（東日本大震災とそ
の後の余震で材木岩の一部が崩落）。この材木岩の対岸にある「水と石との語らいの公
園」は平成３年に市が整備。水と石をテーマに、既存の石を生かして池、滝、噴水を演
出し、夏になると公園内の親水路で水遊び、秋は燃えるような紅葉と、小原の四季を楽
しめる場所となっている。

心からの感謝とともに　ありがとう 10年！

th

地
域
を
元
気
に

 
検
断
屋
敷
ま
つ
り

上　国の指定天然記念物「材木岩」
右　水と石の語らいの公園

▲春・夏・秋・冬と年４回開催されるまつりには小原地区のすべての自治会長や元自治会長、小原温泉旅館組合長、農家組合委員の代表者な
どが実行委員として参加。小原を盛り上げる仕掛けが詰まった風物詩「検断屋敷まつり」は楽しいがいっぱい！

冬の小原をお楽しみください

検断屋敷まつり実行委員長

検断屋敷まつり副実行委員長
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